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相対的過剰人口について
谷 友
?
I 
マルクスは「資本論」第 1部第7篇「資本の蓄積過程」第23章「資本主義的
蓄積の一般的法則」の冒頭でこう書いている。「この章では，資本の増大が労
働者階級の運命におよぼす影響をとりあつかう。この研究でのもっとも重要な
要因は資本の構成であり，またそれが蓄積過程の進行中にうけるいろいろな変
化である。」 1)
ここでマルクスは資本構成の変化について云々しているが，これは資本の有
機的構成の高度化を意味するのであって，かれはその高度化にもとづくいわゆ
る相対的過剰人口の生産が労働者階級の運命におよぼす影響を重視しているの
である。だから，そういう影響についてはまず第 1に相対的過剰人口の生産と
いうことが問題となる。ここでわれわれは資本の有機的構成，その高度化，こ
れにもとづく相対的過剰人口の生産という三つの題目をとりあげ，その順序に
したがってマルクスの諸議論を検討することとする。
まず，資本の有機的構成という題目についてであるが，マルクスはこうのペ
ている。一一
「資本の構成は二重の意味に解されなければならない。価値の面からみれば，
それは，資本が不変資本または生産手段の価値と，可変資本または労働力の価
1) Karl Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23. S. 640. 『マルク
ス＝エンゲルス全集』（大月書店）第23巻， 799ページ。
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値すなわち労賃の総額とにわかれる割合によって規定される。生産過程で機能
する素材の面からみれば，おのおのの資本は生産手段と生きた労働力とにわか
れる。この構成は，一方における充用される生産手段の量と，他方にけるその
充用のために必要な労働量との割合によって規定される。わたくしは第 1の構
成を資本の価値構成とよび，第2の構成を資本の技術的構成とよぶこととす
る。二つの構成のあいだには密接な相互関係がある。この関係をあらわすため
に，わたくしは資本の価値構成を，それが資本の技術的構成によって規定され
てその諸変化を反映するかぎりで，資本の有機的構成とよぶことにする。かん
たんに資本の構成というばあいには，いつでも資本の有機的構成を意味するも
のとかんがえられるべきである。
「ある一定の生産部門に投ぜられている多数の個別資本は，多かれ少なかれ
たがいに異なった構成をもっている。これらの資本の個別的構成の平均はわれ
われにこの生産部門の総資本の構成をあたえる。最後に，すべての生産部門の
平均構成の平均はわれわれに一国の社会的資本の構成をあたえる。」 2)
このように資本の構成については技術的構成と価値構成とを区別することが
できるのであるが，この価値構成が技術的構成によって規定されその諸変化を
反映するかぎりで，それは資本の有機的構成とよぱれるのである。しかしその
反映ということについてはいろいろの条件があり，またいろいろの関係を考慮
にいれることが必要であって，マルクスはつぎのように論じている。一―-
「われわれが資本の構成というのは，すでに第1部でのべたように，資本の
能動的成分と受動的成分との割合，可変資本と不変資本との割合のことであ
る。このばあいに，二つの割合がかんがえられるが，この二つの割合は，ある
事情のもとではおなじ結果をうむこともあるとはいえ，おなじ重要性をもつも
のではない。
「第 1の割合は，技術的な基礎にもとづくものであって，生産力の一定の発
2) Ebenda, S. 640-641. 邦訳，同上， 799-800ページ。
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展段階のうえではあたえられたものとみなしてよいのである。一定量の生産物
をたとえば一日に生産するためには，したがって一―—そのなかにふくまれてい
ることであるが一ー一定量の生産手段すなわち機械や原料などを運動させて生
産的に消費するためには，一定数の労働者であらわされる一定量の労働力が必
要である。一定量の生産手段には一定数の労働者が対応し，したがって，すで
に生産手段に対象化されている一定量の労働には一定量の生きた労働が対応す
る。この割合は，いろいろの生産部面において，しばしばおなじ産業のいろい
ろの部門のあいだで，ひじょうに異なっている。もっとも，偶然的には，ひじ
ょうに遠くはなれた産業部門のあいだでもまったくおなじであったりほとんど
おなじであったりすることもありうるのであるが。
「この割合は，資本の技術的構成をなしていて，資本の有機的構成の本来の
基礎である。
「しかしまた，可変資本が労働力の単なる指標であり，不変資本が労働力に
よって運動させられる生産手段量の単なる指標であるかぎりでは，産業部門が
異なっていてもその割合はおなじだということもありうる。たとえば，銅をあ
つかうある種の作業と鉄をあつかうある種の作業とは，労働力と生産手段との
おなじ割合を前提することもあるであろう。 しかし，銅は鉄よりも高価だか
ら，この二つのばあいの可変資本と不変資本との価値比率は異なるであろう
し，したがってまたこの二つの総資本の価値構成も異なるであろう。技術的構
成と価値構成との区別は，どの産業部門でもつぎのことにあらわれる。すなわ
ち，技術的構成は変わらなくても両資本部分の価値比率は変わることがありう
るし，また技術的構成が変わっても価値比率は同一のままであることがありう
るということ，これである。もちろん，あとのほうのことは，ただ，充用され
る生産手段の量と労働力の量との割合の変動がそれらの価値の反対の変動によ
って相殺されるぱあいだけのことである。」
「そこで，われわれは，可変資本については，それが一定量の労働力の，一
定数の労働者の，または一定量の運動させられる生きた労働の指標であるとい
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うことを前提する。前の篇でみたように，可変資本の価値の大きさの変動は，
ばあいによっては，おなじ労働量の価格の高低のほかにはなにもあらわしてい
ないこともありうる。しかし，ここでは剰余価値率も労働日も不変とみなさ
れ，一定の労働時間についての労賃はあたえられたものとみなされるのだか
ら，そういうことはなくなる。これに反して，不変資本の大きさの相違は，一
定量の労働力によって運動させられる生産手段の量の指標でもありうるが，し
かしそれはまたある生産部面で運動させられる生産手段の価値と他の生産部面
で運動させられる生産手段の価値との相違から生ずることもありうる。それゆ
えに，ここではこの両方の観点が考慮にはいるのである。」 3)
これによってみれば，資本の有機的構成の本来の基礎をなしているのは，そ
の技術的構成，すなわち生産手段の量と労働力の量との割合である。そしてこ
れは「資本が指揮することのできる労働の量」を決定するものにほかならな
い。4) それから，そういう技術的構成は「すでに生産手段に対象化されている
一定量の労働」と「一定量の生きた労働」との割合としても表示されるが，こ
れはかんたんに「過去の労働」と「生きた労働」との割合としてしめされる。
そしてこの割合はある意味において基本的な重要性をもっている。ところで，
つぎに資本の価値構成であるが，それの可変資本の大きさが労働力の量の指標
であるということには一定の条件がいる。それは「剰余価値率も労働日も不変
とみなされ，一定の労働時間についての労賃はあたえられたものとみなされ」
なければならないということである。なお，不変資本の大きさが生産手段の量
の指標であるというばあいには， つぎのような関係に注意するを要する。 「た
とえば，紡績業に投ぜられている資本価値は，今日では7/8が不変部分で1/8が
可変部分であるが， 18世紀の初めには 1/2が不変部分で 1/2が可変部分であっ
た。ところが，一定量の紡績労働が今日生産的に消費する原料や労働手段など
3) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 154-155. 邦訳，
第25巻， 184-186ペー ジ。
4) V gl. ebenda, S. 228, 258. 邦訳，同上， 274,312ペー ジ。
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の量は， 18世紀の初めにくらべれば何百倍にもなっている。理由はかんたん
で，労働の生産性の増大につれて労働の消費する生産手段の規模が増大するだ
けでなく， その規模にくらべてその価値が低下するということである。つま
り，その価値は，絶対的には上がるが，その規模に比例して上がらないのであ
る。したがって，不変資本と可変資本との差の増大は，不変資本が転換される
生産手段の量と可変資本が転換される労働力の量との差の増大よりも，ずっと
小さいのである。」5)このように不変資本の増大は生産手段の量の増大をかなら
ずしもそのまま表示しないのである。
これまで資本の有機的構成にかんするマルクスの議論をかなりくわしくみて
きた。つぎにその高度化という題目にうつることとしよう。かれはそれについ
てこう論じている。「資本主義的生産様式の一法則として， この生産様式の発
展とともに，可変資本は不変資本にくらぺて，したがってまた運動させられる
総資本にくらべて，相対的に減少してゆくのである。このことが意味している
のは，あたえられた価値量の可変資本によって利用される同数の労働者，同量
の労働力が，資本主義的生産のなかで発展してゆく特有な生産方法によって，
労働手段，機械や各種の固定資本，原料や補助材料のますます増大してゆく量
を一ーしたがってまたますます価値量の大きくなってゆく不変資本を一ー前と
おなじ時間に運動させ，加工し，生産的に消費するということにほかならな
い。このように不変資本にくらべて，したがってまた総資本にくらべて，可変
資本が相対的にますます減少するということは，平均的にみた社会的資本の有
機的構成がますます高度化するということとおなじことである。それはまた労
働の社会的生産力がますます発展してゆくということの別の表現でしかないの
である。」 6)
5) Marx, Das Kap、ta!,1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 651-652. 邦訳，
第23巻， 813ペー ジ。
6) Marx, Das Kapitat 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 222. 邦訳， 第25
巻， 266-267ペー ジ。 ， 
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ここでは資本主義的生産様式の一法則として「平均的にみた社会的資本の有
機的構成がますます高度化するということ」が指摘されている。そしてその高
度化は資本の技術的構成がますます高度化することをあらわしているが， 「労
働の社会的生産力がますます発展してゆくということ」をしめすものにほかな
らないのである。こうした関係についてマルクスはくわしく説明しているが，
いまはそれにたちいらないで，ただちにさきにすすもう。
さて，上述によってあきらかなように，労働の社会的生産力が発展するにつ
れて，平均的にみた社会的資本の有機的構成がますます高度化するのである
が，最後に，この高度化にもとづく相対的過剰人口の生産という題目にかんす
るマルクスの議論を検討しなければならない。かれは資本の蓄積が資本の有機
的構成の高度化をともなうことを指摘したのちに，つぎのように論じている。
「独自な資本主義的生産様式，それに対応する労働の生産力の発展，それによ
ってひきおこされる資本の有機的構成の変化は，蓄積の進展または社会的富の
増大とおなじ歩調ですすむだけではない。それらはずっと速く進行する。なぜ
かといえば，単純な蓄積すなわち総資本の絶対的拡大は総資本の個々の要素の
集中をともない，また追加資本の技術的変革は原資本の技術的変革をともなう
からである。つまり，蓄積の進行につれて，不変資本部分と可変資本部分との
割合が変わり，さいしょは1: 1だったのに， 2:1, 3: 1, 4: 1, 5: 1, 7: 1と
いうようになり，したがって，資本が大きくなるにつれて， その総価値の 1/2
ではなく，つぎつぎに， 1/3,1/4, 1/5, 1/6, 1/8, 等々だけが労働力に転換
されるようになり，反対に2/3,3/4, 4/5, 5/6, 7/8, 等々が生産手段に転換
されるようになるのである。労働にたいする需要は総資本の大きさによってで
はなくその可変成分の大きさによって規定されている。だから，それは総資本
の増大につれてますます減ってゆくのであって，前に想定したように総資本の
増大に比例して増加するのではない。それは総資本の大きさにくらべて相対的
に減少し，またこの大きさが増すにつれてますます累進的に減少する。総資本
の増大につれて，その可変成分，すなわち総資本に合体される労働力も増大す
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るにちがいないが，その増大の割合はたえず小さくなってゆくのである。蓄積
が，あたえられた技術的基礎のうえでの生産の単なる拡張として作用する中休
み期間は，短くなる。あたえられた大きさの追加労働者数を吸収するために，
または，古い資本もたえず形態を変えるので，すでに機能している労働者数を
働かせるためにも，総資本のますます速くなる蓄積が必要になるだけではな
い。この増大する蓄積と集中は，それじしんふたたび資本の構成の新たな変化
の，すなわち資本の不変成分にくらべての可変成分のさらに速くなる減少の，
ひとつの源泉になるのである。このような，総資本の増大につれて速くなり，
そして資本そのものの増大よりももっと速くなるその可変成分の相対的な減少
は，他面では，反対に，可変資本すなわち労働者人口の雇用手段の増大よりも
ますます速くなる労働者人口の絶対的な増大のようにみえる。資本主義的蓄積
は，むしろ，しかもそのエネルギーと規模とに比例して，たえず，相対的な，
すなわち資本の平均的な増殖欲求にとって過剰な，したがって，よけいな，ま
たは付加的な労働者人口を生みだすのである。」 7)
マルクスはこのように数字例をもちいて問題をくわしく論じているのである
が，その議論の要点をのぺるならば，つぎのとおりである。「労働にたいする
需要」は可変資本の大きさによって規定される。ところが，資本の有機的構成
が高度化するばあいには，総資本の大きさにくらぺて可変資本の部分が相対的
に減少するから，「あたえられた大きさの追加労働者数」が生産過程に吸収さ
れ，また「古い資本もたえず形態を変えるので」生産過程からはじきだされた
労働者数がふたたび生産過程に吸収されるためには，総資本の加速的な蓄積が
おこなわれなければならない。ところが，そういう加速的な蓄積にともなって
さらに資本の有機的構成が高度化し，可変資本の部分が相対的に減少する，等
々。このようにして相対的過剰人口がうみだされる。そしてこれは自由に利用
7) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 657-658. 邦訳，
第23巻， 820-821ペー ジ。
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できる産業予備軍を形成するのである。 8)
しかしその議論にはいくらかあいまいなところがあるので，もっとくわしく
せんさくしてみる必要がある。マルクスによれば，上記のように，相対的過剰
人口は資本の有機的構成が高度化するばあいの可変資本の相対的な減少によっ
て生ずるのであるが， このことは， 「可変資本すなわち労働者人口の雇用手段
の増大よりもますます速くなる労働者人口の絶対的な増大」であるかのように
みえる。しかし事実はその逆である。かれはマルサスの見解について以下のよ
うにのべている。「マルサスは， その偏狭な考え方によって， 過剰人口を労働
者人口の絶対的な過度増殖から説明しており，労働者人口の相対的な過剰化か
らは説明していないのであるが，そのかれでさえ，過剰人口のうちに近代産業
のひとつの必要物をみとめているのである。かれはつぎのようにいっている。
「結婚にかんする賢明な習慣は，もしもそれが，おもに商工業に依存している
一国の労働者階級のあいだで，ある程度までさかんにおこなわれるようになれ
ば，その国にとって有害になるであろう。…•••特別な需要が生じて追加労働者
が市場に供給されるのは，人口の性質上， 16年か18年たたなければ不可能であ
るが，貯蓄によって収入が資本に転化することは，それよりもずっと速くおこ
りうる。一国は，つねに，その労働ファンドが人口よりも急速に増加するよう
になりやすい状態にある。』」，）
かりに他の事情が変わらないとすれば，労働ファンド，またはもっとただし
くいえば可変資本は，たしかに人口よりも急速に増加するであろう。したがっ
て，労働の需要がその供給をこえて増加するようになり，その結果として賃金
が上昇するであろうから，資本の増殖はけっきょくさまたげられるかもしれな
い。 しかし資本主義的生産の本性からしてそういうことはおこらないのであ
る。すなわち，資本の蓄積にともない資本の有機的構成が高度化され，これに
8) Ebenda, S. 661. 邦訳，同上， 823ペー ジ。
9) Ebenda, S. 663. 邦訳，同上， 826ペー ジ。
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もとづいて，人口の自然的増加という制限にかかわりなく，相対的過剰人口が
産業予備軍としてたえず生産されることによって，賃金が「資本の増殖欲求に
適合する軌道内」にたもたれ，また「労働者にたいする資本家の支配」が確立
されるのである。 10)
そういうわけで，資本主義的生産においては，相対的過剰人口が産業予備軍
としてたえず生産されるのは必然的であるといいうるのであるが，このさいさ
らにマルクスのつぎのような文章に注目すべきであろう。「過剰労働者人口が
蓄積の，または資本主義的基礎のうえでの富の発展の，必然的な産物だとすれ
ば，この過剰人口は，逆に，資本主義的蓄積の槙抒に，いな資本主義的生産様
式のひとつの存在条件に，なるのである。それは自由に利用できる産業予備軍
を形成するのであって，この予備軍は，まるで資本がじぶんの費用で育て上げ
たものででもあるかのように，絶対的に資本に従属しているのである。この過
剰人口は，資本の変転する増殖欲求のために， いつでも搾取できる人間材料
を，現実の人口増加の制限にはかかわりなしに，つくりだすのである。」 11)
マルクスは，ここでは，過剰人口が「資本主義的蓄積の槙紆」 になり， 「資
本主義的生産様式のひとつの存在条件」になるということを強調している。そ
れは過剰人口が「資本の変転する増殖欲求」をみたすために必要であるからに
ほかならないが，マルクスはこのことを産業循環の諸局面についてもうすこし
くわしく論じている。—~
「近代産業の特徴的な生活過程， すなわち， 中位の活況， 生産の繁忙，恐
慌，沈滞の各時期が，より小さい諸変動に中断されながら， 10年ごとの循環を
なしている形態は，産業予備軍または過剰人口の不断の形成，その大なり小な
りの吸収，さらにその再形成にもとづいている。この産業循環の変転する諸局
面はまたそれじしん過剰人口を補充するのであって，過剰人口のもっとも精力
10) Vgl. ebenda, S. 765. 邦訳，同上， 963ペー ジ。
11) Ebenda, S. 661. 邦訳，同上， 823ペー ジ。
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的な再生産要因のひとつになるのである。」
「生産規模の突発的な発作的な膨張は，その突発的な収縮の前提である。収
縮はまた膨張をよびびおこすのであるが，しかし膨張は，自由に利用できる人
間材料なしには，人口の絶対的増加に依存しない労働者の増加なしには，不可
能である。このような増加は，労働者の一部分をたえず『遊離させる」単純な
過程によって，生産の増加にくらべて雇用労働者数を減らす方法によって，っ
くりだされる。だから，近代産業の全運動形態は，労働者人口の一部分がたえ
ず失業者または半失業者に転化することから生ずるのである。」 12)
これによってあきらかなように，資本主義的生産は「産業循環の変転する諸
局面」をつうじて，つまり「生産規模の突発的な発作的な膨張」によって発展
するのであるが，このような発展は「人口の絶対的増加に依存しない労働者の
増加なしには不可能である」。しかし，既述のように相対的過剰人口が産業予
備軍としてたえず生産されることによって，そういう労働者の増加が可能なら
しめられ，したがってそうした資本主義的生産の発展も可能ならしめられるの
である。
]I 
マルクスが，資本の蓄積にともなっておこる資本の有機的構成の高度化にも
とづく相対的過剰人口の生産が労働者階級の運命におよぽす影響を重視してい
ることは，すでに指摘しておいたが，その影響はどのようなものであるかとい
うことがいまや問題となる。そこでわれわれはこの問題にかんれんがあるマル
クスの諸議論のなかから主要なものをとりあげて検討することとする。
さて，上記の問題にかんしてまずさいしょにとりあげなければならないのは
マ）レクスの 「資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則」であって， それはつぎ
のようなものである。「社会的な富，現に機能している資本， その増大の規模
12) Ebenda, S. 661, 662. 邦訳，同上， 824,824-825ページ。
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とエネルギー，したがってまたプロレタリアートの絶対的な大きさとその労働
の生産力，これらのものが大きくなればなるほど，産業予備軍も大きくなる。
自由に利用できる労働力は，資本の膨張力を発展させるのとおなじ原因によっ
て，発展させられる。つまり，産業予備軍の相対的な大きさは富の諸力といっ
しょに増大する。ところが，この予備軍が現役労働者軍にくらべて大きくなれ
ばなるほど，その貧困がその労働苦に反比例するところの固定した過剰人口も
ますます大量的となる。最後に，労働者階級の極貧層と産業予備軍が大きくな
ればなるほど，公認の受救貧民層もますます大きくなる。」 13)
これによってみれば，その一般的法則は二つの命題をふくんでいる。すなわ
ち，現存資本とその増大の規模やプロレタリアートの大きさとその労働の生産
力が大きくなればなるほど，相対的過人口が産業予備軍としてますます大きく
なる。また，それが大きくなればなるほど，「その貧困がその労働苦に反比例
するところの固定した過剰人口」や，さらに「公認の受救貧民層」もますます
大きくなる。そのうち第 1の命題はすでにのぺたとおりで基本的なものである
が，当面の問題においては第2の命題にかんするマルクスのくわしい議論を検
討することが必要である。
マルクスは「相対的過剰人口の種々の存在形態」という題目のもとにまずそ
の流動的，潜在的，停滞的形態について論じ，それから「相対的過剰人口のい
ちばん底の沈澱物」に論及したすぐあとに，かの一般的法則をのべているので
あって，「固定した過剰人口」というのは停滞的過剰人口のことであり，「公認
の受救貧民層」というのはそうした沈澱物としての受救貧民層のことである。
そこでマルクスがこれら二つの労働者層についてのべている二つの文章をつづ
けて引用しておこう。一一
「停滞的過剰人口は，現役労働者軍の一部をなしているが，その就業はまっ
13) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 673-674. 邦訳，
第23巻， 839ページ。
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たく不規則である。したがって，それは，自由に利用できる労働力の尽きるこ
とのない貯水池を資本に提供している。その生活状態は労働者階級の平均的な
正常水準よりも低く，そしてまさにこのことがそれを資本の固有な搾取部門の
広大な基礎にするのである。労働時間の最大限と賃金の最小限とがそれを特徴
づけている。われわれは家内労働という項ですでにそのおもな姿をしった。こ
の過剰人口は，たえず大工業や大農業の過剰労働者から補充され，また，こと
に，手工業経営がマニュファクチュア経営に敗れマニュファクチュア経営が機
械経営に敗れて滅びゆく産業部門からも補充される。蓄積の範囲とエネルギー
とともに『過剰化」がすすむにつれて，この過剰人口の範囲も拡大される。し
かし同時にこの過剰人口は労働者階級のうちのそれじしんを再生産し永久化す
る一要素をなしているのであって，この要素は労働者階級の総増加のうちに他
の諸要素よりも比較的に大きな割合をしめている。じつさいには，出生数と死
亡数だけではなく，家族の絶対的な大きさも，労賃の高さに，すなわちいろい
ろな労働者部類が処分しうる生活手段の量に，反比例するのである。」 14)
「相対的過剰人口のいちばん底の沈椴物が住んでいるのは，受救貧民の領域
である。浮浪者や犯罪者や売春婦など，かんたんにいえば本来のルンペンプロ
レタリアートをぺつにすれば，この社会層は三つの部類からなりたっている。
第 1は労働能力のあるものである。イギリスの受救貧民の統計にざつと目をと
おしただけでも，その数が恐慌のたびに膨張し，景気の回復ごとに減少してい
るということがわかる。第2は孤児や貧児である。かれらは産業予備軍の候補
であって，たとえば1860年のような大興隆期には急速にかつ大量に現役労働者
軍に編入される。第3は堕落したもの，零落したもの，労働能力のないもので
ある。ことに，分業のために転業ができなくなって没落する人々，労働者とし
ての適正年齢をこえた人々であり，最後に，危険な機械や鉱山採掘や化学工場
などとともにその数を増す産業犠牲者，すなわち不具者や罹病者や寡婦などで
14) Ebenda, S. 672. 邦訳，同上， 837-838.
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ある。受救貧民は，現役労働者軍の廃兵院，産業予備軍の死重をなしている。
受救貧民の生産は相対的過剰人口の生産のうちにふくまれており，その必然性
は相対的過剰人口の必然性のうちにふくまれている。受救貧民は相対的過剰人
ロとともに富の資本主義的な生産および発展のひとつの存在条件になってい
る。」 15)
このように停滞的過剰人口は「現役労働者の一部をなしているが，その就業
はまったく不規則である」労働者たちからなりたっていて，「労働時間の最大限
と賃金の最小限」によって特徴づけられる。かれらはあきらかに貧困である。
つぎに受救貧民は三つの部類からなりたっているが，かれらは文字どおりに貧
因である。そして資本主義的生産ではこういう貧困な労働者層がますます増大
するのである。
さらに，当面の問題については，現役労働者軍の賃金の高さにかんするマル
クスの議論も重要であるから，われわれはつぎにこれを検討しなければならな
い。ただし，その議論は資本の有機的構成が不変であるばあいにかんするもの
と資本の有機的構成が高度化するばあいにかんするものとにわかれており，こ
こでは後者だけを検討することとする。これこそは資本主義的生産を特徴づけ
るところの労働の社会的生産力の発展ということにかかわるものであるからで
ある。
すでにみたように，資本の蓄積にともなっておこる資本の有機的構成の高度
化にもとづいて相対的過剰人口が産業予備軍としてたえず生産されるのである
が，まずそういうばあいの労働の需要供給の関係にかんするマルクスの議論を
みると，かれはつぎのようにのべている。「資本主義的生産の機構は，資本の
絶対的な増大にともなってそれに対応する一般的な労働需要の増大が生ずるこ
とのないようにするのである。……労働にたいする需要は資本の増大とおなじ
ことではなく，労働の供給は労働者階級の増大とおなじことではな、く，したが
15) Ebenda, S. 673. 邦訳，同上， 838-839ページ。
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って，たがいに独立的な二つの力がたがいに作用しあうのではない。さいころ
はいかさまである。資本は両方の側に同時に作用するのである。一方で資本の
蓄積が労働にたいする需要をふやすとき，他方ではその蓄積が労働者の「遊
離」によって労働者の供給をふやすのであり，同時に失業者の圧力は就業者に
より多くの労働を流動させることを強制し，ある程度まで労働の供給を労働者
の供給から独立させるのである。」 16)こうしたことからあきらかなように，「相
対的過剰人口は，労働の需要供給の法則が運動する背景なのである。それは，
この法則の作用範囲を，資本の搾取欲と支配欲とに絶対的に適合している限界
のなかにおしこむのである。」 17)
ところで，このように相対的過剰人口が背景となっている労働の需要供給の
関係が賃金の高さをどんなに規定するかが，いまの主題である。マルクスがこ
れについて論じている文章は，さきにその一部分を引用しておいたが，つぎの
とおりである。「相対的過剰人口の不断の生産は，労働の需要供給の法則を，
したがってまた労賃を，資本の増殖欲求に適合する軌道内にたもち，経済的諸
関係の無言の強制は労働者にたいする資本家の支配を確立する。」 18)これに
よれば，相対的過剰人口の不断の生産は労賃を「資本の増殖欲求に適合する軌
道内に」たもつのである。しかしながらこれは労働者の実質賃金が上昇するで
あろうことを否定しない。なぜならば，労働の生産力が増大するばあいには，
実質賃金が上昇しても剰余価値率はやはり上昇しうるからである。 19)いずれ
にしても労働者は賃金労働者として「資本家の支配」をまぬかれえないのであ
るっ
16) Ebenda, S. 669. 邦訳，同上,833-834ペー ジ。
17) Ebenda, S. 668. 邦訳，同上， 832ペー ジ。
18) Ebenda, S. 765. 邦訳，同上,963ペー ジ。
19) V gl. ebenda, S. 631. 邦訳，同上， 788-789ページ。実質賃金の上昇は，労働者の社
会的欲望が歴史的に発展して，かれらの必要生活手段の範囲が大きくなり，そのかぎ
りにおいて労働力の価値の高くなることの反映でなければならないが，現実には労働
組合の闘争によって可能ならしめられるのである。
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なお，マルクスが上記とおなじ意味のことをすこしちがった言葉でのべてい
るもうひとつのつぎのような文章があるから，これを引用しておく。「資本主
義的生産の大きな美点は，それがたえず賃金労働者を賃金労働者として再生産
するだけではなく，資本蓄積に比例してつねに賃金労働者の相対的過剰人口を
生産するという点にある。こうして，労働の需要供給の法則が正しい軌道のう
えにたもたれ，賃金の変動が資本主義的搾取に適合する限界内に制限されるの
であり，そして最後に，あのように不可欠な，資本家への労働者の社会的従属
が保証されるのである。」 20)すなわち，相対的過剰人口の不断の生産によっ
て，「賃金の変動が資本主義的搾取に適合する限界内に制限される」のである。
ただし，賃金の変動といってもとくに問題なのは実質賃金の上昇であって，こ
れはたしかに可能ではあるが，資本主義的搾取に適合する限界内に制限される
わけである。こうして賃金労働者の「社会的従属」が保証されることになるの
である。 21)
20) Ebenda, S. 796. 邦訳，同上， 1003ペー ジ。
21)マルクスは，『資本論』第1部第4篇「相対的剰余価値の生産」のなかの「協業」，「分業
とマニュファクチュア」，「機械と大工業」と題する諸章で，労働の生産力を高め剰余
価値を増大するいろいろの手段とそれらに随伴するさまざまな労働事情についてくわ
しく論じているが，それらの談論を簡潔に要約しているかれの文章をここに引用して
おかなければならない。それは資本主義的生産において賃金がどうであろうと労働者
の状態は悪化せざるをえないことをしめしているのであって，つぎのとおりである。
「われわれは第4篇で相対的剰余価値の生産を分析したときにつぎのことをしった。
すなわち，資本主義的体制のもとでは労働の社会的生産力を高くするための方法はす
べて個々の労働者の犠牲においておこなわれるということ，生産の発展のための手段
は，すべて，生産者を支配し搾取するための手段に一変し，労働者を不具にして部分
人間となし，かれを機械の付属物に引きさげ，かれの労働の苦痛で労働の内容を破壊
し，独立の力としての科学が労働過程に合体されるにつれて労働過程の精神的な諸カ
をかれから疎外するということ，これらの手段はかれが労働するための諸条件をゆが
め，労働過程ではかれを狭量陰険きわまる専制に服従させ，かれの生活時間を労働時
間にしてしまい，かれの妻子を資本のジャガノート車のもとに投げこむということ，
これである。ところが，剰余価値を生産するための方法はすべて同時に蓄積の方法な
のであって，蓄積の拡大はすべてまた逆にかの諸方法の発展のための手段になるので
19 
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皿
マルクスは「資本主義的蓄積の絶対的，一般的法則」を記述したあとで「そ
れは，すべての他の法則とおなじように，その実現にさいしてはさまざまな事
情によって変容される」 22)と書いている。かれが「資本の蓄積過程」を論ず
るにあたりまずその分析方法についてのべているところによると， 「蓄積過程
の純粋な分析のためには，蓄積過程の機構の内的な作用をおおいかくすいっさ
いの現象をしばらく無視することが必要である。」 23)それで，純粋な分析で
は，かの「さまざまな事情」もまったく考慮にいれられていないのであるが，
現実においてそれらが出現してくると，そうした変容の事実がみられるように
なるのであろう。
そういうわけで，資本主義的蓄積の一般的法則はさまざまな事情によってそ
の実現を変容されるのであるが，われわれはとくに二つの事情をとりあげ，こ
れを考慮にいれながら，そういう変容の問題について考察してみる。
まずさいしょに不生産的労働者の存在という事情をとりあげる。マルクスは
「大工業の諸部面で異常に高くなった生産力」が「労働者階級のますます大き
い部分を不生産的に使用することを可能にする」とのべたのち， 1861年のイン
グランドとウェールズの人口調査にもとづいて，繊維工場，炭鉱，および金属
鉱山における従業員の数の合計 (1,208,442人）や繊維工場，金属工場および各
種金属加工工場における従業員の数の合計 (1,039,605人）よりも「現代の家内
奴隷」（不生産的な召使や下女）の数 (1,208,648人）のほうが多いことを指摘し，
ある。だから，資本が蓄積されるにつれて，労働者の状態は，かれのうける支払がど
うであろうと，高かろうと安かろうと，悪化せざるをえないということになるのであ
る。」 (Ebenda,S. 674-675. 邦訳，同上， 840ページ。）
22) Marx, Das Ka杖ta!,1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 674. 邦訳， 第23
巻， 839ペー ジ。
23) Ebenda, S. 590. 邦訳，同上， 736ペー ジ。
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最後に「機械の資本主義的利用の成果のなんというすばらしさだろう」と皮肉
っている。 24)さらに，マルクスは，労働生産性の向上によって，匝接に物質
的生産に参加している生産的労働者たちは，相対的に，すなわち全人口にたい
する比率からみて減少するが，ただサービスを提供するにすぎない不生産的労
働者たちはかえって増加するということを仮設的な数字例で説明したのちに，
こうのべている。「召使連中，兵士，水夫， 警官，下級官吏など，妾，馬丁，
道化師および手品師は例外として，ー一これらの不生産的労働者たちは，だい
たい，従来の不生産的労働者よりも高い教掟段階にあり，またとくに，悪い支
払をうけている芸術家，音楽家，弁渡士，医師，学者，教師，発明家なども増
加した，とかんがえてよいであろう。」 25)26)これによってあきらかなように，
マルクスは，労働生産性が向上するにつれて相対的過剰人口がたえず生産され
るということだけでなく，そのほかに，不生産的労働者がますます増加すると
いう傾向もみとめていた。そしてこういう傾向は資本主義の独占段階において
いちじるしくなったが，さいきんではいわゆる第3次部門の肥大化によってさ
らに顕著になっているのである。 27)
ところで，それらの不生産的労働者たちのかなりの数について，つぎ0)よう
24) Ebenda, S. 469-470. 邦訳，同上， 583-584ページ。
25) Marx, Theorien uber den Mehrwert, 1. Tei!. Marx-Engels Werke, Bd 26, 1. 
Tei!, S. 189-190. 邦訳，第26巻，第 1分冊， 253ページ。
26)このことにかんれんに，中間的階級の増大にかんするマルクスのつぎのような叙述も
注目される。「一方の側の労働者と他方の側の資本家や地主との中間にあって， ます
ます大きくなる規模で大部分は収入によって直接に扶養されている中間的階級，すな
わち，労働している下積み層のうえに重荷となってのしかかり，上流社会の社会的安
全と権力とを増大させる中間的階級が， 不断に増大している。」 (Marx,Theorien, 
2, Tei!. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. Tei!. S 576. 邦訳，第26巻，第2分冊，
779ペー ジ。）
27) 1921年から1960年までの期間に，非生産部門に雇用されている労働者の割合は，アメ
リカでは32%から515lるに，フランスでは23%から45%に， 日本では22%から33%に，
それぞれ増大した。（ツァゴロフ，キ・ーロフ共編，宇高基輔訳『資本論と現代資本主
義の諸問題」 (1969年） 449ページ，参照。）
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なことがいえるであろう。かれらは，資本の有機的構成の高度化によって，資
本の平均的な増殖欲求にとって過剰となり，したがって相対的過剰人口のなか
にはいり，とくにその停滞的形態のなかにくわわらなければならなかったので
あるが，そのかわりにいまは不生産的部門で雇用されているのである。こうし
て相対的過剰人口がその停滞的形態であらわれることはそれだけ少なくなって
いるのである。
つぎにわれわれは国家の経済への介入という事情をとりあげる。マルクス
は，資本主義的生産が発展すると，いくつかの生産部面で独占が出現し，国家
の干渉がおこってくることに言及している。 28)じっさい，資本主義が独占段
階にはいり，ことに1929年に世界恐慌が勃発してから，多くの国々で国家の経
済への介入がおこなわれ， それは第2次世界大戦後にますます強化されてき
た。
しかしここでの問題にとってもっとも重要なのは大戦後に先進資本主義諸国
で国家が管理通貨制度のもとにいわゆる完全雇用政策を採用したことである。
そしてこれは反循環政策として実施されたが，とくに重視されたのは財政金融
政策であって，これによって有効需要を増加し，大量失業を生ずる不況を緩和
することがくわだてられ，そうとうの効果があった。そのうえに新しい技術や
産業を導入したり開発しての生産的投資の増大にはめざましものがあった。こ
うして多くの先進資本主義国では戦前にくらべて経済成長率が高くなった。た
だし「経済成長率の安定化と均等化は達成できなかった。経済成長の動態は，
強力で破壊的な最気変動にさらされている。だが，この変動は，戦前とは異な
った特徴をおびている＿面では，動揺がより頻発的になり，他面では，そ
れらに以前のような規則性がみられなくなり，その深さと持続性とがずっと小
さくなった。」 29)しかしまた「赤字公債の発行，国債の増減，また国家機関が
28) Vgl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 454. 邦訳，
第25巻， 559ペー ジ。
29)ペウズネル著，小野義彦訳「「資本論」の方法と現代資本主義」 (1971年） 206ペー ジ。
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利子率に影響をあたえる手段をにぎっているかぎりでおこなう割引歩合の操
作，……これらの諸方策が，生産費の低下にもかかわらず生じている価格の上
昇という傾向（景気を高水準に維持する目的でおこなわれる国家支出の増大過程で発展
している独特なインフレーション）をひきおこす水路となっているということもう
たがう余地がない。」 30)インフレーションは管理価格の形成などの結果でもあ
るが，ついに慢性化してしまった。これは完全雇用政策の「メダルの裏」であ
る（それによって実質賃金の上昇が制限される）。しかしとにかく戦後には以前のよ
うに激烈な恐慌も深刻な不況もおこらなかったので，若干の先進資本主義国で
は，相対的過剰人口が完全失業者として，すなわち受救貧民としてあらわれる
ことはわりあいに少なくなっているのである。 81)
われわれは上述のような二つの事情にかんれんして当面の問題を考察してき
たが，すでにあきらかなように，その問題は資本主義的蓄積の一般的法則の第
2の命題にかかわるものであって，この法則はたしかにそのかぎりにおいてそ
の実現を変容されている。つまり相対的過剰人口のあらわれ方は変ってきてい
るのである。ところで，その法則の第 1の命題についていえば，これはやはり
貫徹されている。既述のように，資本の技術的構成がますます高くなり，いい
30)同上， 214-215ペー ジ。
31)このことは下の表のなかにしめされている。
若干の資本主義国における完全失業者数＊
（労働力総数にたいする形）
年1;f 西イ 日 ベルギドタイリ
次カス ツア 本 I I 
1929 3.2 10.4 9.3 3.0 5.3 1. 9 
1938 19.0 12.6 2.1 3.0 18.4 
1950 5.0 1. 6 10.2 8.3 1. 2 10.9 
1955 4.0 1.1 5.1 9.8 1. 6 8.4 
1960 7.4 1. 7 1. 2 7.9 1.0 7.5 
1963 4.7 2.2 0.4 1. 9 0.7 1. 6 
スデ
ウ
工
Iン
10.7 
11.8 
2.2 
2.5 
1. 4 
0.8 
＊ツァゴロフ，キーロフ共編，宇高基輔訳，前掲害， 441ペー ジ。
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かえれば「労働節約のための技術的手段」がますます発達して，相対的過剰人
ロをたえずうみだしているのである。 32)
このことは生産のオートメーション化とその直接の結果についてのべたつぎ
の諸文章のなかにしめされている。「生産のオートメーション化は，資本主義
の条件下では，その初期の段階からすでに大量失業の恐れを未曽有に強める源
泉としての本領を発揮したのであった。」そして「アメリカでは， 自動的生産
管理体制は，主として，もっとも独占化された諸部門に集中されている。ヒ‘‘ッ
グ・ビジネスの新聞が書きたてているように，『生産をオートメーション化す
るか，それとも没落するか」という命題は，いまや競争戦における二者択ーの
命題となっている。」しかし「先進資本主義諸国でオートメーション化のため
の投資が増加しているのは，競争戦による強制の作用のためだけではない。こ
れらの投資は，資本によって，階級闘争の用具として意識的に利用されている
のである。賃金支出を引下げ，賃金引上げのためにたたかっている労働運動に
打撃をくわえようとする熱望が，資本主義諸国において生産をオートメーショ
ン化するための最重要な剌激剤となっている。」ところで「オートメーション
の発展にともなう，大量失業とそれによる不可避的な社会的震動との見通し
は，先のみえるブルジョア経済学者をして大いに不安を感ぜしめている。」「ア
メリカの経済学者ロバート・セオボールドは，オートメーションが「サイバネ
ティックス革命」の端緒となったという結論に到達しており，公式に採用され
た「完全雇用』学説を放棄するよう提案じているのは特徴的である。かれの考
32)マルクスは，イギリスにおける「労働節約のための技術的手段」が巨大なものであ
ることについてのべているが， (Vgl. Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels 
Werke, Bd. 23, S. 666. 邦訳，第23巻， 829ページ）そのさいにつぎのような重要な
事実を暗示している。すなわち，イギリスにおいて労働の節約のための技術的手段が
巨大なものであったことは労働の生産力が巨大なものであったことを意味する。とこ
ろが，資本主義的生産の階級対立のために，ほとんど生産的労働者の労働時間が短縮
されずに，相対的過剰人口がたえずうみだれていたのである。そしてこのことは現代
の先進資本主義諸国においても本質的には変わりはないのである。
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えによると，今日のアメリカ社会では，完全雇用などということはもはや不可
能であって，将来ともそうした見込みはますます少なくなるであろう，として
いる。」 33)
このように，先進資本主義諸国においては， 「生産のオートメーション化」
（「サイバネティックス革命」をともなう）がさかんにおこなわれ， その直接の結果
として過剰人口がたえずうみだされている。こうして「大量失業の恐れ」が強
められる。ただし前述のようにそれはあらわれずにすんだ。そしてインフレー
ションによって実質賃金の上昇が制限されている。しかしいわゆる完全雇用の
問題についてかなり悲観的な見方があるのは注目にあたいする。アメリカにお
いては将来も完全雇用の見込みがますます少なくなるとかんがえられている。
そういう事態は過剰人口の生産過程への吸収がうまくゆかず完全失業者が増加
することを意味するが，このことは完全雇用政策の限界をしめすものにほかな
らない。しかし，それはどうしてアメリカにおいておこるか，それはさらに他
の先進資本主義諸国においてもおこりはしないか。こういったことがとうぜん
問題となるが，それにかんれんして第2の命題にかんする変容の問題も再考さ
れなければならない。 (1973. 8) 
33)ツァゴロフ，キーロフ共編，宇高基輔訳，前掲書， 50-51ページ。
25 
